
 

建設技第２６５５号 
令 和 ７ 年 ３ 月 ７ 日 

 
佐賀県建設工事入札参加資格業者 様 

 
佐賀県県土整備部長  

 
 

監理技術者の兼任要件緩和について（通知） 
 

令和 5 年 11 月 27 日付け建設技第 2122 号で通知のとおり、現在、監理技術者につい
ては令和５年度災害復旧工事を含む場合、工事２件を兼任可能としています。 

この兼任要件について、令和 7 年 4 月 1 日より下記のとおり取扱うこととしましたの 
で、適切に処理してください。 
 

記 
 
監理技術者の兼任について 
 
〇対象工事 

佐賀県発注工事のうち監理技術者の配置を必要とする工事。 
ただし、高難易度の工事等で県が監理技術者の専任が必要と考える工事を除く。 
 

○兼任を認める件数 
（現行） 

令和５年度災害復旧工事を含む場合、工事２件を兼任可能とする。ただし、すべての 
現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要件とする。 
 
（緩和） 

工事２件を兼任可能とする。ただし、すべての現場に監理技術者補佐を専任で配置す 
ることを要件とする。 

 
 
○兼任工事間の距離要件 
（現行） 

兼任を認めるすべての工事が、現場間の距離が１０ｋｍ程度の近接した場所にあるこ
と、または同一土木事務所管内にあること。 
 

※距離要件については変更なし 



 

 
〇適用時期 

令和 7 年 4 月 1 日に公告を行う工事から適用する。 
また、すでに契約中の工事についても令和 7 年 4 月 1 日以降兼任を可能とするがその 

場合は発注者に兼任の可否について確認を行うこと。（発注者が兼任を認めない工事に
ついては兼任することができない。） 

 
〇その他 
・監理技術者の兼任要件詳細については、別添「建設業法第 26 条第 3 項ただし書きの
規定の適用を受ける監理技術者（専任特例 2 号）の配置に関する特記仕様書」のとおり
とする。 
・兼任が可能な工事については公告に「建設業法第 26 条第 3 項ただし書きの規定の適
用を受ける監理技術者（専任特例 2 号）の配置に関する特記仕様書」を添付する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当） 
建設・技術課 入札・契約担当 
TEL 0952-25-7102 





様式－１

　　　　　　　　　
年月日：

殿

（受注者）

現場代理人氏名

主任技術者又は
監理技術者等氏名※

専門技術者氏名

※「資格者証（写し）」を添付する。

現　場　代　理　人　等　通  知  書

収支等命令者

○○年○月○日付けをもって請負契約を締結した ○○○○　第0000000-000号　○○○

○○○○○○○○○○工事（○○○○） について佐賀県建設工事請負契約約款第10条

に基づき現場代理人等を下記のとおり定めたので別紙経歴書を添えて通知します。"

記

専任特例２号を適用する工事の場合、
監理技術者と監理技術者補佐の氏名
を記入してください。


